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安 来 市 立 伯 太 中 学 校 だ よ り 【 両 面 印 刷 】

高き技術
校訓 『独立 協力 技術』

学 校 教 育 目 標 「 豊 か な 人 間 性 と 自 主 的 精 神 に 満 ち た 生 徒 を 育 て る 」 HP
重 点 目 標 「 つ な が り 力 を 高 め 、 し な や か で た く ま し い 伯 太 中 生 徒 を 育 て る 」

（ 令 和 ２ 年 １ ２ 月 １ ４ 日 発 行 校 長 秦 誠 司 ）

いじめをテーマにした人権集会を開催しました

【パネリストの意見発表】

【フロアーからの意見発表】

１２月９日、生徒会主催の人権集会を開催しました。人権週間にあわせた取
組です。
テ ーマ は 「い じ めは な ぜ起 こ るの か 」「い じめ をなく すた めに は」で す。 生徒
会長 がコーディネーターとなり、新旧執行部役員がパネリストとなって自分の
意見 を発表しました。それぞれのテーマについては次のような意見がありまし
た。
「いじめはなぜ起こるのか」
○相手を知らないことから違いを認められないのではないか
○リーダーにつられていじめが大きくなる
○からかいやふざけがエスカレートする
○少しのいじりからいじめになっていく
○ストレスや不満をぶつけてしまう
○起きている問題をいじめられている人に押しつけてしまう
○違いを個性として認めることがいじめをなくすことにつながる
○小さいうちに解決することが大切
○悪意がなくても、いやなことをすればいじめにつながる

「いじめをなくすためにはどうすればよいか」
○バースデーリングのような交流活動をしてよいところを見つける
○話し合いが大切、アンケートも実施していくとよい
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○このような集会を開くこと
○相手の気持ちを考えようとする、言葉で伝えるようにする

こ のよ う な意 見 交換 の 後意 見 を求 め られ たので 、「 人は特 に不 調の時 、ス トレ
スや 不満を相手にぶつけてしまうこともあり、それがいじめにつながるのでは
ない かと思うがどう考えるか」と質問しました。これに対しては次のような意
見がありました。
○相手に対して「いけない」と思った時に素直に謝る
○友人が優しく接してあげるとよい
○相談をする
○人に当たっているのを見たら注意したり、相手をサポートしたりする
○気軽に話し合えるムードがあると相談しやすい
○いじめをなくすと言うことは簡単だが小さなことから取り組むことが大切

集会の最後に「いじめをなくすための新たな取組」に対する意見では
○お互いの長所を見つける活動をする
○些細なこと、小さなことでも素直に謝る
○あいさつが大切
などの意見がありました。「集会の感想」として
○いじめがあれば、周りが勇気を出して注意をして止める
○ルールをきちんとし、いじめを許さないこと
○エスカレートする前の小さなところで止める
○不安や不満があったら聞いてあげる
○「ありがとう」などをきちんと言って伝える
○自分を見つめ直したり、相手を理解しようと心がける

今回初めて生徒会主催の人権集会を開催しました。「いじめの原因や解決策」
につ いて、自分のこととして捉え、深く考え次々と発言がありました。また、
発言 しなかった人も意見を聞いて、うなずきながら自分の考えを深めている姿
がありました。
社会では、立場や境遇が異なると、考え方にも違いが生じてきます。価値観

も生 活習慣もそれぞれ異なる人たちが一緒に暮らせば、衝突や対立も起こりま
す。 自分と異なる価値観の人と出会ったとき、頭から否定するという態度では
うま くいくはずはありません。うわべだけ相手にあわせたとしても、自分自身
の心 の中にわだかまりがあれば、関係性はぎくしゃくしてしまうでしょう。で
も 、「 衝 突を 避 けた いか ら 、 深く 関わ らな いよ うにす る」 とい う態度 を貫 くの
も寂しいことです。
今 回の生徒集会では、相手を理解しようとすること、相手を認めようとする

こと 、勇気を持って伝えること、近くにいる人が支えること、などがいじめを
なく し良好な人間関係づくりに必要だということを、考えるよい機会でした。
これ はまさに、安来市中学校生徒会サミット「いじめ撲滅行動目標２０２０」
で呼びかけていることです。
伯太 中 学校 の 人権 宣 言「 １ ３５ 色 宣言」、サ ミット の宣 言や 行動目 標を 伯太

中に関わるすべての人が心にとめ、「いじめゼロ」「体罰・ハラスメントゼロ」
「児 童虐待ゼロ」など人権が尊重され安心して学べる学校づくりを進めていき
ましょう。

期末懇談・参観日
ご来校ありがとうございました。
今 年度 初めて の参 観日で したが 、お 子様の学校生活
の 様子 はいか がだ ったで しょう か？ 引き続き感染防
止 対策 に努め 、安 心して 学べる 学校 づくりを進めて
参 りま すので 、ご 理解・ ご協力 のほ どよろしくお願
いします。


